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ホトケドジョウ Lefua echigonia の保全に関する研究

①福島県における生息状況調査

②ホトケドジョウ北関東集団における詳細な遺伝的集団構造解析

④神奈川県生田緑地における個体群動態調査
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研究内容　　　　　　　　　　　

　ホトケドジョウは，青森県を除く東北地方
から近畿地方にかけての湧水のある細流に
生息している魚で、以前はごく普通にみられ
た種でした。しかし、近年の圃場整備や宅
地開発などに伴い生息数が減少しているこ
とから環境省レッドデーターブックにおいて
絶滅危惧IB類に指定されています。本研究
では本種の保全を目的として以下の研究を
行っています。

  福島県内の300地点以上で調査を行い、80地点以上の生息地を確認しています。しか
しながら、圃場整備などにより現在も生息地は減少し続けています。

  本種の地域集団の一つである北関東集団について、約200地点という非常に多くの地
点から得られた個体のミトコンドリアDNA解析を行い、詳細な集団内の遺伝的集団構造お

よび他の地域集団との分布関係について検討しています。
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  生息状況調査の結果から本種の生息地は小規模で孤立化していることが分かってい
ます。そのような場合、集団の遺伝的多様性が減少することが考えられます。そこで、マ
イクロサテライトマーカーを用いて生息地の孤立化が遺伝的多様性に与える影響につ
いて調べています。

  生田緑地内にある本種の保全のためのビオトープにおいて、イラストマータグを用いて
個体群の季節的な動態や移動について調査を行っています。

③人為的な生息地の孤立化と遺伝的多様性の減少の関係 

背景：福島県田村市のホトケドジョウ生息地にて


